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Q20 成人がポリオワクチン接種を受けても安全性に問題はないでしょうか。

ポリオワクチンは生後３カ月から90カ月未満（７歳半）の間に41日以上の間隔（いわゆる６週間

以上の間隔：参照p3）で２回接種することに定められ，一般に乳幼児期に基礎免疫をつけることになって

います。必要な場合には成人に接種しても問題はありません。接種量は成人も0.05mLで経口接種です。

平成８年（1996）のアルバニアの流行では０歳から50歳までの全国民にポリオワクチンを接種していま

す。昭和60年（1985）にフィンランドでⅢ型変異ポリオウイルスが流行した際にも免疫不全関係者以外の

全国民に接種した例がありますが，異常反応等の問題はありませんでした。

A

Q21 昭和50年から52年に生まれた人たちのポリオの免疫が他の年齢層と比べて低いとさ

れていますが，どのようにすべきですか。

A
平成19年（2007）度感染症流行予測調査事業によると，この年代のⅠ型ポリオウイルスに対する

中和抗体保有率は，前後の年齢層に比べると低いことがわかっています（国立感染症研究所感染症情報セン

ターHP感染症流行予測調査http://idsc.nih.go.jp/yosoku/Polio/2007P/Fig07_1c-2.pdf）。ただし，全員が抗

体を持っていないわけではなく，その他の年齢層では80～90％以上が中和抗体を保有しているのに対して，

この年齢層では，50～80％程度に留まっています。わが国にいる限りでは野生型ポリオウイルスの感染を

受ける心配はないでしょう。しかし，ポリオウイルス常在国（参照p49，1．ポリオの項）に渡航する時や

子どもがポリオワクチンの接種を受ける場合には，念のため同時期に接種を勧めるとよいでしょう。なお，

抗体検査実施後，十分な抗体を保有していなかった場合に予防接種を受けることも可能ですが，抗体検査を

受けずに予防接種を受ける方が現実的な方法と言えます。なお，この場合の接種は，予防接種法に基づく定

期接種ではなく，任意接種となります。抗体検査費用も健康保健の適応はなく，自費扱いとなります。

Q19 子どもにポリオワクチンを接種させたいのですが，親が未接種です。何か問題となる

ことがありますか。

現在，わが国では発生がなくなりましたが，途上国を中心に世界的にはまだまだポリオが流行して

いる国があり，流行地からの侵入が心配されます。また接種されたワクチンウイルスが周囲の感受性者に感

染し，極めてまれですが，ポリオ様症状を呈する例があります（約550万接種当り１例）。接種機会があれ

ば，未接種の親は，子どもが接種を受ける時に同時に接種を受けるようお勧めします。ただし，この場合は

任意接種となります。ポリオワクチン任意接種可能な医療機関については，各市町村（特別区）あるいは管

轄の保健所の予防接種担当部課に問い合わせてください。

　また接種を受けた子どもの便中には１カ月程度ワクチンウイルスが排泄されますので，おむつのとりかえ，

便を処理後の手洗いは十分に行いましょう。

A


